
多様な働き方が、

　　　　　　　地域を強くする

場所
11.11.1919 水 受付12:3013:00-16:00

日時

対象

働き方の多様性は、人と人をつな
ぎ、新たな価値を生み出します。
障害者雇用を通じて、企業も地域
も互いに学び合い、共に成長でき
る社会を築く。その一歩を、この
フォーラムから始めませんか。

シンポジウム

「障害者雇用の現場から
　　　～ 体験談を通して『働く』を考える ～」

企業・本人・支援者が障害者雇用の
ホンネを語る！

名古屋文理大学文化フォーラム 中ホール

主催：尾張西部障害者就業・生活支援センター すろーぷ　

協賛：一宮市障害者自立支援協議会 就労支援部会、稲沢市地域自立支援協議会 就労支援部会

協力：ハローワーク一宮　後援：一宮商工会議所、稲沢商工会議所

（稲沢市民会館）稲沢市正明寺3-114

企業交流会 手作りの雑貨や
お菓子など

障害福祉サービ
ス事業所による

物品販売

参加無料

企業、当事者、家族、支援機関、医療・福祉・教育・行政機関、関心のある方

要申込

申込はこちら！
11月10日(月)
締切・先着順

当事者・家族交流会 福祉サービス事業所説明会

さらに交流を深める機会に！

ノウハウの共有や、ネットワーク作りに

交流を通じて働くヒント
や、仲間作りに

一般就労を支援する事業
所に相談できる！

一宮市・稲沢市に在住の当事者・企業が登壇しパネルディスカッション

分科会 福祉マルシェ



福祉マルシェ

シンポジウム

15:00～16:00

一宮市・稲沢市のA型B型事
業所が出展し製品を販売し
ます。野菜やお菓子、手作
り雑貨など多彩な商品が並
びます！

【コーディネーター】田中 悦子
臨床心理士・公認心理師・精神保健福祉士。「一般社団法人仕事ノアル暮らし」代表理事。国内での心理支援やメンタ

ルヘルス分野での実践に加え、ルワンダ共和国にソーシャルワーカー隊員として赴任し、ストリートチルドレン支援や

職員研修、工房設立を行うなど国際協力にも尽力。帰国後、メンタルヘルス失調者向けの就労移行支援とルワンダの貧

困緩和支援を同時に叶える就労移行支援事業所「仕事ノアル暮らし」を立ち上げ独自の支援を展開している。

問い合わせ先 TEL.0586-85-8619  slope@kasinoki.jp

総勢20店

尾張西部障害者就業・生活支援センター すろーぷ

「障害者雇用の現場から
　　　～ 体験談を通して『働く』を考える ～」

◇事例発表
「障害者雇用における「自立型」の人材育成の挑戦」

　　　【登壇者】株式会社ロピア　渡辺  亮 氏・障害者雇用当事者　2名
　　　　　　　　愛知県立いなざわ特別支援学校　濵田 竜太 氏
　　　　　　　　尾張西部障害者就業・生活支援センターすろーぷ　名和 杏子 氏

◇パネルディスカッション
　「企業・支援者・当事者が共に創る障害者雇用の未来」

　　　【登壇者】株式会社国分農園　橋本 昌博 氏
　　　　　　　　社会福祉法人春岡会　伊藤 美奈子 氏
　　　　　　　　日邦産業株式会社　加藤 千明 氏
　　　　　　　　愛知障害者職業センター　古田 鈴果 氏
　　　　　　　　就労移行支援事業所 ジョブステーション　岡本 光義 氏

企業交流会

分科会

13:00～14:45

12:00～福祉サービス事業所説明会 15:00～16:00

就労移行支援や一般就労に積極的に取り
組むA型B型事業所が集まり、ブース形式
で情報を提供します。
各事業所の取り組みを直接聞けて、進路
選択や就労への一歩につながる機会で
す。

定員50名

前半シンポジウムで登壇した企業と、さらに深
く意見交換できる場です。前半では話されなか
った実践の工夫や、具体的な取り組みについ
て、ざっくばらんに語り合いながら、新しい発
想や雇用のヒントを見つけていきましょう。

当事者交流会 定員15名

家族交流会 定員15名

想いや経験を共有し合い、安心やヒントを持ち
帰れる場です。

日々の工夫や悩みを分かち合い、参加者同士の
つながりを深める機会です。

企業・支援関係者
向け

当事者向け

家族向け


